
友好提携港国際ネットワーク（INAP）について

R6年度　INAP2024　フィリピンスービック湾港会議について

港湾振興課

INAP2023高知港会議

INAP会員港

■INAPとは

１　友好提携港国際ネットワーク（International Network of Affiliated Ports）：  

　・会員港間の情報交換及び交流を深めると共に、経済・文化的つながりの強化を図る。

　・会員港の属する国や地域との海外取引の拡大を促進

　・平成10年11月に設立、創設以降、事務局を高知港が担当

２　会員港(７カ国10港)：

　高知港（日本）、チッタゴン港（バングラデシュ）、青島港（中国）

　タンジュンペラ港 （インドネシア）、木浦新港、唐津港（韓国）

　スービック湾港・セブ港・ダバオ港（フィリピン）、コロンボ港（スリランカ)　

３　活動内容：　

　・会員港が持ち回りでINAP会議を開催し、港湾事業や貿易に関する情報交換を実施する。

　・高知県は、INAP開催に合わせ、開催国に経済ミッション団を派遣し、新たな貿易を促進する。　

　　※ＩＮＡＰ会議は令和２～４年度、新型コロナウイルス感染症の影響で3年連続で中止となった。

　　　昨年度、４年ぶりに第22回会議を高知県で開催。　　　

１　概要

 ・今年度、第23回INAP会議をフィリピン・スービック湾港で開催する。

 ・コロナ収束後、初めての海外開催となり、スービック湾港としては2014年以来4回目の開催となる。

２　開催時期及び内容

　日時：令和6年10月16日(水)、 17日(木)

　場所：スービック湾港近辺

　主催：Subic Bay Metropolitan Authority

３　参加予定者

　INAP会員港、高知県議会議員、

　港湾関連企業、貿易協会、JETRO高知会員等

４　開催概要

　●ＩＮＡＰ会議　（16日）

　　　・総会（活動報告など）

　　　・シンポジウム

　　　　　基調講演

　　　　　加盟港プレゼンテーション

           テーマ：「強靱な港：革新的な環境保護と防災対策の成功事例について」

　　　　　～Resilient Port : Innovating Best Practice for Environmental Protection and Disaster Management～

　　　　　各種挨拶・フォトセッション等

　　　・レセプション（懇談会）

　　　　　挨拶、加盟港お土産交換　など

　●経済交流 　（17日）

　　　・スービック湾港、地元企業等の視察、クルーズツアーなど

　　　　※内容について主催者で検討中。

　●その他　（18日）

　　　・フィリピン（マニラ）にて、高知県防災・インフラ技術セミナー in フィリピンを開催

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（工業振興課主催）


